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 6月に入り、雨や曇りの日が多くなります。雨の日

は地面がぬれて滑りやすくなったり、見通しが悪くな

ったりして、転倒してケガを起こしやすくなります。

気を付けて登下校しましょう。 

 歯科検診の保健調査では、「歯並びやかみ合わせが

気になる」と答えた人が一番多く、「顎の関節が痛んだ

り音がしたりすることがある」と答えた人が二番目に

多かったです。歯科検診では、むし歯がある人は、 

1.2％で、処置完了の人は、18.4％、80.4％の人は、

むし歯がありませんでした。 

 むし歯の治療勧告書をもらった人は、きちんと治療

しておきましょう。 

よく噛んで食べよう。 

 ものを食べるとき、私たちはまず、口の中で「かむ」

ことをします。かむことは食べ物を細かく、柔らかく

して飲み込みやすくするだけでなく、体にとって大切

な働きをしています。 

 ＊脳を元気にします。噛んで顎を動かすことで、脳

にも酸素と栄養が送られます。 

 ＊顎が丈夫になります。 歯並びも整い、はっきり

としゃべることができるようになります。 

 ＊太り過ぎを防ぐ。 よく噛むことで、脳が「お腹

がいっぱい」と感じ、食べ過ぎを予防します。 

 ＊唾液がたくさん出る。唾液は食べ物の消化を助け、

歯や口の汚れを洗い流します。 

 

歯磨きはここがポイント 

             糖分や食べかす、プラー

クなど、むし歯の原因にな

るものを取り除くために

歯磨きが大切です。 

きちんと歯を磨いていても「歯と歯の間」「歯と歯肉

のさかい目」は、磨き残しが多いところです。奥歯

の噛み合わせ部分や歯並びがでこぼこしているとこ

ろも磨き残しが多いところです。 

 

正しい歯の磨き方 

 歯と歯の間に歯ブラシをたててあてて、細かく磨き

ます。５～１０㎜くらいの幅で、磨きましょう。歯と

歯肉のさかい目は、歯ブラシを斜めにあてて、毛先が

歯と歯肉の間に入るようにしましょう。 

 歯と歯肉のさかい目  奥歯の噛み合わせ部分 

 

 

 

 

 

奥歯の噛み合わせ部分 

上から歯ブラシの毛先をあてて磨きます。力を入れ

すぎると、毛先が広がってしまい、かみ合わせ部分に

うまくあたりません。軽い力で、毛先にあてるように

しましょう。 
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